
【令和８年度町政懇談会】

■2026.6.23(tue)-6.29(mon)
■宇治田原町長 勝谷聡一

正解ナシの人口減少時代

共創で描くまちのミライ
つながり



kyoto

【kyoto のまち】

宇治田原町

近畿地方の真ん中

緑茶発祥の地

人口：約8,500人

高齢化率：33％

面積：55ｋ㎡

kyoto
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礎を力に。
未来へ歩み出す共創予算
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64億8,500万円

⇧対前年度比＋7億9,400万円(＋14%)過去最大規模の積極予算



攻め(未来への投資)と
守り(物価高対策)の重点施策

第6次総計

4つの「まちづくりの目標」 戦略的投資(未来への投資) 物価高対策(暮らしを守る)

❶やすらぎ
 地震ハザードマップ改定
 健活フェスタ
 新生児スクリーニング

➋ つながり  宇治田原山手線・工業団地線整備  水道料金減免(1年間)

❸ にぎわい
 「ハートのまち」移住定住プロモーション
 ふるさと納税推進

 プレミアム商品券発行

❹ ハート
 未来挑戦隊チャレンジャー育成プロジェクト
 こども誰でも通園制度

 小中学校給食費支援(1年間)
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❶ やすらぎ のまちづくり
暮らしの不安要因を減らすとともに、保健・医療体制の充実を図る

予測可能な不安を排除し、安心して暮らせる土台を構築。

▸ すべてのライフステージを対
象に、健康づくりに関するさまざ
まな情報を発信・提供する参加・
体験型イベントを開催。

うじたわら健活フェスタ

▸ 地震による建物等の倒壊等から
住民の生命、身体及び財産を保護す
ることを目的に、地震被害想定を示
した地震ハザードマップを改定。

地震ハザードマップ改定

▸ 公費負担により無料で受けるこ
とができる新生児マススクリーニン
グ検査にオプション項目を追加した
場合、その費用を町が独自に助成。

新生児スクリーニング検査
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➋ つながり のまちづくり
広域交通・道路と整合のとれた交通環境をはじめとする都市基盤の整備と
恵まれた自然環境の保全

都市基盤の動脈を整備しつつ、足もとの家計・事業を下支え。

▸ 宇治田原山手線、宇治田原工業団地線の整備に
よる新名神効果の波及。

宇治田原山手線の整備

▸ 足もとの生活・事業を下支えするため、水道の
基本料金を1年間全額減免。

物価高騰対策水道料金減免
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❸ にぎわい のまちづくり
地域資源を活用しながら、移住定住や産業・観光振興、雇用創出につなげ、
活気あふれる賑わいのまちへ

関係人口の創出と地域経済の好循環。

▸ 移住定住促進と関係人口の創出を図るため、京都ブ
ランドと「緑茶発祥の地」の強みを活かしながら、
『京都に、宇治田原町。』のプロモーションを推進。

「ハートのまち」移住定住プロモーション

▸物価高騰の多大な影響が及ぶ地域経済の下支えとし
て、住民生活の支援と商工業者の活性化を図るため、
町商工会のプレミアム商品券発行経費を補助。
【内容】プレミアム率：40％／発行単位：1,000円券
×7枚綴／発行セット数：10,000セット

物価高騰対策プレミアム商品券
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❹ ハート のまちづくり
子どもを産み育てる環境と教育の充実を図り、
郷土愛の醸成や多様性を認め合える共生の心を育む

未来を担う子どもたちへの切れ目のない投資。

▸保護者の就労の有無にかかわらず、
月一定時間まで保育所が利用できる
制度をスタート。

こども誰でも通園制度

▸ふるさと納税を活用して、夢に向
かって挑戦する子どもたちを応援す
る、特色ある横断的なプロジェクト
を展開。

未来挑戦隊チャレンジャーPJ

▸物価高騰による保護者の経済的負
担を軽減するため、給食費を通年で
町が支援。

【内容】小学校：1年間無料／中学
校：値上げ分を1年間町が負担

物価高騰対策小中学校給食費支援



まちへの愛着と誇りの伝播こそが
究極の「生き残り戦略」です。
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(戦略的財源確保）

ふるさと納税

子どもたちへの直接

投資

このまちのおかげで

成長できた

シビックプライドの

醸成

単なる支出ではなく、
「未来を担う人材」への
直接・投資的事業。
これこそが宇治田原町な
らではの戦略です。

先輩世代

現役世代

未来世代
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① 住民が主役のまちづくり
多様な主体との交流・連携

□対話と意見聴取の機会を創出

町政懇談会（全11地区）

➡ 町内全11地区の公民館で開催。

未来共創ミートアップ

うじたわら未来トーク（若者会議）
➡ 自分たちの住むまちの

「もっとこうなったら良いな」を見つけ、

ユニークなアイデアを出し、

仲間と一緒に実現をめざします。
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① 住民が主役のまちづくり
70年の歩みを、今、未来へ

□町制施行70周年

令和8年9月30日に町制施行70周年を迎える宇治田原町。

この記念すべき節目の年に、「70周年記念」の

冠称を付して、各種事業や取組を実施。

先人のご苦労や業績に感謝するとともに、町全体

でお祝いの機運を醸成し、一体感を高めます。

町制施行70周年記念式典

夏の思い出小学校プール開放

バス運転士確保・応援事業

おもてなし推進補助金特別枠の創設（補助率10/10）

ふるさとの品開発支援事業 etc…

対話での住民の声反映

対話での住民の声反映
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② 効果的な行財政運営と
デジタル化の推進

組織機構改革とDXの推進でまちの未来を切り拓く。

▸シティプロモーションやふるさと納税、移住定住施

策等を一体的に推進する「まち未来創造課」の新
設 など。

役場組織機構の見直し

▸役場や各施設窓口において利用者の利便性を図るた
め、キャッシュレス決済に対応する環境を整備。

DX推進 キャッシュレス決済の導入



未来を拓く
就任以降の取組



未来を拓く就任以降の取組
わかりやすい情報発信で町政を見える化
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☑地域懇談会の開催

➡未来共創ミートアップ(R7.8.30) 

& インスタライブ(R7.10.7,R8.5.28)

☑広報やSNSによる情報発信を強化

➡インスタグラム公式アカウントをアクティブに運用

• 「ujitawalike」1,500フォロワー

• 「ujitawarakankou」1,600フォロワー



未来を拓く就任以降の取組
稼げるまちを具現化
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☑稼ぐ自治体（企業版ふるさと納税=目標：4年で4,000万円）

➡トップセールスにより企業と地域の共創をPR

8社から2,370万円 (R7.2～R8.2)

☑ ECによる販路拡大

➡クラウドファンディングを利用した

「ふるさとの品商品開発補助」制度を創設 (R7.6～) 

209人から452万円



未来を拓く就任以降の取組
学生・高齢者の移動ニーズに寄り添う
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☑高校生のバス通学費補助を拡充

➡定期券利用者の補助割合を

1/2 から 2/3 に拡充（R7年度）

☑低所得世帯高齢者へ町営バス運賃の負担軽減

➡「一日乗り放題券」綴りを無償配布

（R8年度に試行予定）

「バス運転手への感謝メッセージ」の取組みは「ミートアップ」で出た高校

生からの「直接思いを伝えたい」という意見を受けて、今年度、事業化。



未来を拓く就任以降の取組
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☑官民連携の推進で企業とのマッチングを創出

➡就任以降、企業・団体含め７者と協定を締結

• 災害時の洗濯支援、ポータブル電源等、ガラス修繕

• プロモーション事業への企画助言・発信支援

• ＡＩスキル支援、行政書士の暮らし・法律相談 etc

☑維中体育館へエアコン設置 & 照明LED化

➡避難所にも位置付ける維中体育館に

冷暖房設備を整備（R8.6月完成予定）
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官官民、官民民・・・

さまざまな共創
官民共創

＆

自治体感（間）共創



「ないものはない」
で未来を切り拓く



「ないものはない」で未来をきりひらく

■「ないものはない」の２つの意味

◗

◗

19

ピンチをチャンスに
する逆転の発想



ないものはない（ピンチをチャンスに）

☑事実「高齢化は進んでいます（高齢化率30％超、3人に1人）」

元気な高齢者が多ければにない手増。地域は活性化。

▶加工食品の製造販売している８０歳代の方。

▶登校の見守り安全パトの方。なんと８８歳。

☑事実「少子化も進んでいます（年間出生数40人）」

子ども1人に関われる人やサービス [大]［多]
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事業者との共創（ふるさと納税でピンチをチャンスに）
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・小さいまちだと、大きなまちには勝てない

・海も牧場もなく、いわゆる人気の返礼品がない

・大手メーカーやブランド企業が少ない

ここにしかない魅力を発見・発掘➡

➡返礼品として見える化

小さいまちほど、同じ寄附額なら影響大



事業者のみなさんとの共創（7年前から）

海もない、牧場もない宇治田原町。

しかも、ふるさと納税の取組は後発・後進。

だけど

「あれもこれもない」から「ここにしかない」の視点へ。

小さなまちだからこそ、大きく変わるチャンスが

ふるさと納税にはある。

と、言い続けています。
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ないものはない➡ここにしかない魅力でふるさと納税２億円
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２千万円 ➡ ２億円超
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当時（H29）には「無い」未来を創った
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児童数は10年間で100人以上減…
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481 444 367
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人口減少を見据えた持続可能な
まちづくりの局面へ。
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まちへの愛着・誇り・行動で、好循環を

住民

・これが当たり前
・魅力を感じない

まちづくりの
エネルギー減少

「気づき」の
機会づくり

ま
ち
の
魅
力
に
気
づ
く

シビックプラ

イドが醸成さ

れる

大人との関わりや大

人の姿を見てると

郷土愛が育つ

シビックプライ
ドは醸成されな
い

「気づき」が
ないと

住民自らが

まちの未来を考え

活動、魅力発信

「子ども達」
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魅力アップ、「気づき」の機会を生む



人口減少時代の元気なまちのカタチ
「活躍人口」を最大化する。

29

現在

人口100人モデル

未来

人口70人モデル

熱量⤴

頭数ではなく熱量。10人の「傍観者」より1人の「主人公」が地域に与えるインパクトは大きい。



まちづくりの基本原則
のアップデート
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成長・維持ﾓﾃﾞﾙ（過去）

主目的
規模拡大（維持）と

経済成長

ものさし
（KPI）

人口数

ターゲット
定住人口
（人数）

アプローチ
地域間「競争」と
行政だけの抱込み

ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ・持続可能ﾓﾃﾞﾙ（新時代）

幸せなくらし（ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ）
と持続可能性

地域に関わろうとする意欲(mGAP）
推奨・参加・感謝〈思い・つながり〉

活躍人口
（熱量・シビックプライドとｱｸｼｮﾝ）

自治体‘感’「共創」とMVVに
基づく有機的連携

（官民・官官・住民・関係人口等）

総人口の維持という視点から、つながりの密度（質の向上）へパラダイム（価値観）を移行する。



新たな指標の検討
参加意欲と幸せ（ウェルビーイング）
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まちづくりの評価指標を「どれだけ人がいるか」から「どれだけ人が幸せに生きているか」へ再定義。

総人口 物質的豊さ 参加意欲
（mGAP）

幸福
（ウェルビーイング）

心・体・社会とのつ
ながりが満たされ、
自分らしく安心して
暮らせる「状態」。

地域への「愛着」
や「関わりたい」
という住民の思い
を数値化。
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住民・事業者らが自ら開催

思いを共有する人たち
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まちづくりの授業。卒業生・現高校生が中学生へ向けて。
未来を担う子どもたち（小学校から高校・大学生）
が中心になって 得意や自分らしさをいかした

イベントや講座を企画運営。「茶ッピー未来基金」。
まちの人と協力しながら活動。かかわった分だけ、このまち

にへの愛着が生まれている。
自分たちでつくっていけるよ～「いっしょに若者の若者による

若者のための地域活性化をしよう。」

思いを共有する人たち

若者（小学生～大学生）が自分たちでまちづくり

講座やイベントを企画・運営
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こんな風に

宇治田原をPRする人が

増えてほしい。

自分もなりたい。
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小さな出来事。大きな一歩



ないものはない（ここにしかない人・活動）
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☑自らまちづくりの本質をとらえる活動をしている人たち

■茶ッピー未来基金



ないものはない（ここにしかない人・活動）

■まちまちカフェ（R7.6_OPEN）
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■僥倖（ぎょうこう）（R8.3_OPEN）
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■無垢家具とくらしもの YOKIGI（R8.2_OPEN）

■カフェ＆ギャラリー伊助（R8.6_OPEN）



これまでの経験則や成功体験が

まったく通用しない、

まさに「正解のない時代」。

都会ではできない、顔の見える関係性の
人が起点の、つながりがチカラになるまち。

ふるさとだと思う人が

100年後も確かに存在している。

そんな未来にしたいと本気で考えています。

小さなまちだからこそ

思いと共創（みんな）で

未来を大きく変えられます。

これからも、しなやかに、真剣に、面白がって

ともに未来へ。 40


